
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

佐賀県東部地域循環型社会形成推進地域計画（第3期）

地域の要件がその他の場合
は具体的に記載 -

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※

佐賀県東部環境施設組合（平成29年11月1日設立）、鳥栖・三養基西部環境施
設組合（平成13年5月23日設立）、脊振共同塵芥処理組合（昭和51年12月25日
設立）

5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和7年12月2日

鳥栖市、神埼市、吉野ヶ里町、上峰町、みやき町、佐賀県東部環境施
設組合、鳥栖・三養基西部環境施設組合、脊振共同塵芥処理組合

305.56

155,751

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

鳥栖市（鳥栖・三養基西部環境施設組合、佐賀県東部環境施設組合）
神埼市（脊振共同塵芥処理組合、佐賀県東部環境施設組合）
吉野ヶ里町（脊振共同塵芥処理組合、佐賀県東部環境施設組合）
上峰町（鳥栖・三養基西部環境施設組合、佐賀県東部環境施設組合）
みやき町（鳥栖・三養基西部環境施設組合、佐賀県東部環境施設組合）

令和8年4月1日

令和13年3月31日
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定
の場合 容器包装プラスチックについては、本地域すべての市町において分別収集を

行っている。
製品プラスチックについては、本地域の市町では単独の分別収集は行っておら
ず、鳥栖・三養基西部リサイクルプラザへ直接搬入されたごみについて、プラ
スチック製品を選別し再商品化事業者への引き渡しを行っている。今後は構成
市町における拠点回収や集積所回収の導入に向けて検討を行う。

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済
の場合

本地域では、佐賀県ごみ処理広域化計画の方針に従い、新たな枠組みとして2市3町で構成する佐賀県東
部環境施設組合での広域処理体制の整備を進めているところである。
ごみ処理の広域化・集約化を進めるにあたり、まず、エネルギー回収型廃棄物処理施設（佐賀東部ク
リーンエコランド）を整備し、令和6年度以降は1施設体制で可燃ごみの処理を行っている。また、資源
ごみや不燃・粗大ごみについても令和6年度以降は脊振共同塵芥処理組合の施設を鳥栖・三養基西部環境
施設組合の施設へ集約化し、令和11年度以降は新たに整備するマテリアルリサイクル推進施設1施設に集
約化する計画である。（吉野ヶ里町リサイクルセンターは除く。）

佐賀県ごみ処理広域化計画
第５次佐賀県廃棄物処理計画

－

鳥栖市、神埼市、吉野ヶ里町、上峰町、みやき町

R13年度

④市町村・品目により異なる（詳細は下記に記載）
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた
検討状況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）

-

-

-

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済

-

-

-

有料化導入状況
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和6年度 令和13年度 現状比

155,751 154,809 -0.6%

14,720 13,139 -10.7%

32,396 30,491 -5.9%

527 485 -8.0%

　その他排出量（トン） 593 569 -4.0%

　⑤総排出量（トン） 47,709 44,199 -7.4%

839 780 -7.0%

　再生利用量 10,360 10,370 0.1%

22% 23%

　最終処分量 0 0 0

0% 0%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 25,025 24,180

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋その他排出量の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単
位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ
/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・その他排出量=集団回収量

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和6年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

47,709 t
リサイクル率

21.7%

処理残さ量

8,135 t
排出量 計画処理 17.3%

47,116 t

100.0% 減量化量

37,349 t
自家処理量 79.3% 最終処分量

0 t

0.0%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和13年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

44,199 t
リサイクル率

23.5%

処理残さ量

7,990 t
排出量 計画処理 18.3%

43,630 t

100.0% 減量化量

33,829 t
自家処理量 77.5% 最終処分量

0 t 0 t

0.0%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

10,370 t

0 t

0.0%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

7,990 t1,811 t

1,632 t

593 t 10,360 t

47,116 t
45,484 t 0 t

569 t

0 t

直接資源化量

43,630 t
0 t

18.3%

0.0%

4.2%

95.8%

41,819 t

0 t

0.0%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

8,135 t

17.3%

96.5%

3.5%

0.0%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

10,338 9,260 -10.4%

15,687 15,002 -4.4%

529 511 -3.4%

26,554 24,773 -6.7%

6,192 6,200 0.1%

23% 25%

0 0 0

0% 0%

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

1,475 1,427 -3.3%

6,224 5,810 -6.7%

0 0 0

7,699 7,237 -6.0%

1,440 1,475 2.4%

19% 20%

0 0 0

0% 0%

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

1,254 1,135 -9.5%

3,413 3,348 -1.9%

0 0 0

4,667 4,483 -3.9%

976 1,012 3.7%

21% 23%

0 0 0

0% 0%

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

鳥栖市

神埼市

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

吉野ヶ里町

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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現状

令和6年度 令和13年度 現状比

429 329 -23.3%

1,998 1,915 -4.2%

0 0 0

2,427 2,244 -7.5%

484 491 1.4%

20% 22%

0 0 0

0% 0%

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

1,224 988 -19.3%

5,074 4,416 -13.0%

64 58 -9.4%

6,362 5,462 -14.1%

1,268 1,192 -6.0%

20% 22%

0 0 0

0% 0%

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

上峰町

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

みやき町

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

事業系ごみについては、生活系ごみの分別区分に準じて処理を行っており、今後も同様の方針とする。
また、事業系一般廃棄物の排出事業者に対して、事業者の排出責任に基づき適正処理とごみ減量・リサ
イクル活動へ積極的に取り組むよう指導していく。

上記（１）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、表４のと
おり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

本地域の処理体制や分別区分及び処理方法は、表2に示すとおりである。
ごみ処理体制は、以前は鳥栖市、上峰町及びみやき町は鳥栖・三養基西部環境施設組合、神埼市及び吉
野ヶ里町は脊振共同塵芥処理組合がそれぞれ管轄する一般廃棄物処理施設で処理を行う体制となってい
た。現在は、本地域 2市3町で構成する佐賀県東部環境施設組合において、可燃ごみは佐賀東部クリーン
エコランド、不燃ごみ及び資源ごみについては分別収集区分等の統一を行い、鳥栖・三養基西部リサイ
クルプラザでの処理を行っている。なお、鳥栖・三養基西部リサイクルプラザの後継施設として新たな
マテリアルリサイクル推進施設の整備を進めており、令和11年度の稼働開始を予定している。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

現状では産業廃棄物の処理を行っておらず、今後も同様とする。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称 マテリアルリサイクル推進施設

事業主体 佐賀県東部環境施設組合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

広域化のため

施設種別 リサイクルセンター

処理方式 破砕・選別・圧縮・梱包・保管

処理能力（単位） 約34.2t/日

事業期間 R8～R10

竣工（事業完了）予定年月 R11.3

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

佐賀県鳥栖市立石町地内

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

ハザードマップにおいて浸水は想定されていない

浸水対策 -

環境省所管（循環交付金等）
の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目を記
載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－

プラ要件化の
経過措置の適用

○

プラ施設整備事業 －

CO2削減率
※改良事業の場合

－

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備する

場合
－

要綱第５の２による交付をう
ける予定の場合は、施設減少
数と対象市町村増加数の合計

※以下の項目を記載

本施設整備にあたり
廃止する施設(処理対象市町村

名)

広域化・集約化後の処理対象
市町村数（処理対象市町村

名）

備考

1



表３－Ｃ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号 2

施設名称 佐賀東部クリーンエコランド

事業主体 佐賀県東部環境施設組合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

広域化のため

施設種別 ごみ焼却施設（エネルギー回収あり）

型式及び処理方式 全連続燃焼式ストーカ炉

処理能力（単位） 172ｔ／日

事業期間 R2～R5

竣工（事業完了）予定年月 R6.3

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

鳥栖市

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深5.0ｍ

浸水対策
GL+3.0ｍまでの盛土、1階部分の外壁はRC造とするとともに防水扉を設置する。
プラットホーム、電気室、中央制御室、タービン発電機などの重要設備は2階以上に設置する。

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 ○

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある

場合
回収率19.9％

余熱利用の計画 余熱はすべて発電に利用

外部供給における利活
用の概要

－

CO2削減率
※改良事業の場合

－

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整

備する場合
－

バイオガス熱利用率
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

13



事業番号 2

施設名称 佐賀東部クリーンエコランド

計画１人１日平均排出
量（g）

828g

計画収集人口（人） 152,403人

計画直接搬入量
（t/日）

.00t

計画年間日平均処理量
（t/日）

126t/日

通知に基づく施設規模
（計画１人１日平均排出量×計画収集人口

＋計画直接搬入量）÷実稼働率

159t/日

災害廃棄物処理計画へ
の受入の記載有無

○

災害廃棄物処理量
（見込み％）

10%

災害廃棄物処理量を見込
んだ通知に基づく施設規

模
175t/日

適切な施設規模よりも大
きいまたは小さい施設規

模で整備する場合
②施設規模算定通知３エを適用

要綱第５の２による交付
をうける予定の場合は、
施設減少数と構成市町村

増加数の合計
（下記にその詳細を記

載）

本施設整備にあたり
廃止する施設
(対象市町村)

広域化・集約化後
の構成市町村数
（対象市町村）

備考

エネルギー回収のありなしに関わらず、焼却施設を環境省所管の交付金等を活用し、整備する場合は下記を記載

14



表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ①

関連する本体事業の番
号

1

事業名 施設整備に関する計画支援事業

事業主体 佐賀県東部環境施設組合

事業目的 リサイクル施設整備敷地に係る埋蔵文化財に関する調査のため

事業概要 リサイクル施設整備敷地について埋蔵文化財の調査を行うもの

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

プラ要件の経過措置 ○

プラ施設整備事業 －

備考

15



表５　現有施設一覧

施設種別 ごみ焼却施設 ごみ焼却施設 リサイクルセンター ごみ焼却施設 リサイクルセンター 最終処分場 ごみ焼却施設

施設名
佐賀東部クリーンエコ

ランド
鳥栖・三養基西部溶融

資源化センター
鳥栖・三養基西部リサ

イクルプラザ
脊振広域クリーンセン

ター
脊振広域クリーンセン
ター粗大ごみ処理施設

脊振広域クリーンセン
ター埋立処分地施設

鳥栖市衛生処理場

施設所有主体
佐賀県東部環境施設組

合
鳥栖・三養基西部環境

施設組合
鳥栖・三養基西部環境

施設組合
脊振共同塵芥処理組合 脊振共同塵芥処理組合 脊振共同塵芥処理組合 鳥栖市

型式及び処理方式
全連続燃焼式ストーカ

炉式
全連続燃焼式シャフト

炉型ガス化溶融炉
破砕・選別・圧縮・梱

包方式
全連続焼却式ストーカ炉
焼却炉直結溶融方式

破砕・選別・圧縮・梱
包方式

セル工法
全連続燃焼式ストーカ

炉

処理能力（単位） 172t /日 132ｔ/日 47t/日 111t/日 25t/日 100,000m3 120t/日

エネルギー回収の有無 有 有 無 有 無 無 無

竣工年月 R6.3 H16.3 H16.3 H8.12 H8.12 H8.12 S51.4

廃止又は休止（予定）年月 R37.3予定 R6.3廃止済 R11.3予定 R6.3廃止済 R6.3廃止済 R6.3廃止済 H17.3廃止済

施設所在地
佐賀県鳥栖市真木町39番

地1
佐賀県三養基郡みやき町

大字簑原4372番地
佐賀県三養基郡みやき町

大字簑原4432番地
佐賀県神埼市脊振町鹿路

3362番地1
佐賀県神埼市脊振町鹿路

3362番地1
佐賀県神埼市脊振町鹿路

3362番地1
佐賀県鳥栖市真木町10番

地

想定される浸水深 浸水深5.0ｍ
ハザードマップにおい
て浸水は想定されてい

ない

ハザードマップにおい
て浸水は想定されてい

ない

ハザードマップにおい
て浸水は想定されてい

ない

ハザードマップにおい
て浸水は想定されてい

ない

ハザードマップにおい
て浸水は想定されてい

ない
浸水深5.0ｍ

浸水対策

GL+3.0ｍまでの盛土、1
階部分の外壁は RC 造と
するとともに防水扉を設
置する。
プラットホーム、電気
室、中央制御室、タービ
ン発電機などの重要設備
は 2 階以上に設置する。

- - - - - -

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

関連性・連続性の解
体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

R6.12

完了（予定）年月
R8.12

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

2

備考

令和6年4月より稼働開
始したごみ焼却施設
（佐賀東部クリーンエ
コランド）に関する事
業として解体する。

R6年4月～R11年3月
佐賀県東部環境施設
組合が借受けて利用
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

事業所のごみ減量・リサイクル活動への意識の向上を図るため、過剰包装の抑制やマイバッグ運動の促
進、店頭回収の推進等の活動に努める。その結果、1事業所当たりのごみ量を令和6年度2.2ｔ/事業所か
ら令和13年度2.0ｔ/事業所まで削減する。

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

収集カレンダーや広報等を活用し、ごみの分別だけでなく減量・リサイクルについても啓発していく。
特にごみ出しルールが浸透していない転入者や学生、外国人に対し、集合住宅の管理会社等と連携して
効果的な啓発を実施するとともに、ごみの排出状況が悪い場所には、清掃指導員が個別に訪問し、現場
力を活かした啓発・指導を行う。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

住民がプラスチック使用製品の使用を合理化し、プラスチック使用製品廃棄物の排出を抑制するよう、
また認定プラスチック使用製品を使用するようごみカレンダーやポスター等で啓発・情報提供を行うと
ともに、小学校と連携し環境学習を行う。

ごみ処理の有料化制度は、ごみ処理に対する意識改革につながり、費用負担を減らそうとする経済的な
動機づけが働くことにより、ごみの排出抑制や分別を促進するうえでは有効な方法の一つとされてい
る。
本地域の構成市町では、2市3町とも有料指定袋制度を導入している。更なるごみの排出抑制や分別の促
進及びごみ処理の広域化を円滑に進めるために、分別収集区分等の見直しとともに、必要に応じて構成
市町が採用している指定袋等の料金体系の見直しの方向性などについて検討を進めていく。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

火災事故等を未然に防止するため、2市3町では「有害ごみ」として収集し、施設にて適正に選別・処理
している。今後もリチウム蓄電池の適正な排出方法等について、周知啓発を積極的に実施する。
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本地域構成市町の地域防災計画や災害廃棄物処理計画に基づいて災害時のごみ処理を円滑に行えるよう
対応を図る。また、災害発生時に備え、佐賀県、周辺自治体、民間事業者との連携体制を構築し、安定
したごみ処理体制を確保する。令和6年度に稼働開始した佐賀東部クリーンエコランドについては、浸水
対策として盛土、防水扉の設置、重要設備は2階以上に設置するなど、災害時も安定したごみ処理を行え
るよう施設の強靭化を図っている。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

本地域各市町は、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、本地域各市
町、佐賀県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反
映させるものとする。なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直
すものとする。
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添付資料 

①対象地域図 

②トレンドグラフ 

③地域内の施設の現況と予定（位置図） 

④ハザードマップ 
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①対象地域図 
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②トレンドグラフ 

【1.組合】 

 

 

図②-1-1 人口の現状と将来予測 

 

 

 

図②-1-2 事業所の現状と将来予測 
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図②-1-3 ごみ排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-1-4 1 人 1 日当たりごみ排出量の現状と将来予測 
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図②-1-5 事業系ごみ 1事業所当たり排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-1-6 総資源化量及びリサイクル率の現状と将来予測 
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図②-1-7 最終処分量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-1-8 焼却処理量の現状と将来予測 

  

458 462

528

467

0

100

200

300

400

500

600

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

（
t
/年

）

（年度）

埋立最終処分量

現状 推計

R6年度以降：新施設で全量資源化

44,501 43,724 44,044 43,572 42,557 41,591 40,945 40,500 39,737 39,239 38,559 38,534

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

（
t
/年

）

（年度）

焼却処理量

現状 推計



添付資料 - 6 

 

【2.鳥栖市】 

 

 

図②-2-1 人口の現状と将来予測 

 

 

 

図②-2-2 事業所の現状と将来予測 
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図②-2-3 ごみ排出量の現状と将来予測 

 

 

図②-2-4 1 人 1 日当たりのごみ排出量の現状と将来予測 
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図②-2-5 事業系ごみ 1事業所当たり排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-2-6 総資源化量及びリサイクル率の現状と将来予測 
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図②-2-7 埋立最終処分量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-2-8 焼却処理量の現状と将来予測 
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【3.神埼市】 

 

 

図②-3-1 人口の現状と将来予測 

 

 

 
図②-3-2 事業所の現状と将来予測  
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図②-3-3 ごみ排出量の現状と将来予測 

 

 

図②-3-4 1 人 1 日当たりごみ排出量の現状と将来予測 
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図②-3-5 事業系ごみ 1事業所当たり排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-3-6 総資源化量及びリサイクル率の現状と将来予測 
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図②-3-7 埋立最終処分量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-3-8 焼却処理量の現状と将来予測  
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【4.吉野ヶ里町】 

 

 

図②-4-1 人口の現状と将来予測 

 

 

 

図②-4-2 事業所の現状と将来予測 
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図②-4-3 ごみ排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-4-4 1 人 1 日当たりごみ排出量の現状と将来予測 
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図②-4-5 事業系ごみ 1事業所当たり排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-4-6 総資源化量及びリサイクル率の現状と将来予測 
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図②-4-7 埋立最終処分量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-4-8 焼却処理量の現状と将来予測 
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【5.上峰町】 

 

 
図②-5-1 人口の現状と将来予測 

 

 

 

図②-5-2 事業所の現状と将来予測 
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図②-5-3 ごみ排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-5-4 1 人 1 日当たりごみ排出量の現状と将来予測 
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図②-5-5 事業系ごみ 1事業所当たり排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-5-6 総資源化量及びリサイクル率の現状と将来予測 
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図②-5-7 埋立最終処分量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-5-8 焼却処理量の現状と将来予測 
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【6.みやき町】 

 

 

図②-6-1 人口の現状と将来予測 

 

 

 

図②-6-2 事業所の現状と将来予測 
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図②-6-3 ごみ排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-6-4 1 人 1 日当たりごみ排出量の現状と将来予測 
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図②-6-5 事業系ごみ 1事業所当たり排出量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-6-6 総資源化量及びリサイクル率の現状と将来予測 
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図②-6-7 埋立最終処分量の現状と将来予測 

 

 

 

図②-6-8 焼却処理量の現状と将来予測 
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③地域内の施設の現況と予定（位置図） 
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④ハザードマップ 
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